
　
一
八
九
一
年
札
幌
農
学
校
に
入
学
し
た
川
上
瀧
彌

（
一
八
七
一
〜
一
九
一
五
）は
、
宮
部
金
吾
教
授
に
師

事
し
て
植
物
分
類
学
の
研
鑽
を
積
み
、北
方
地
域
の

植
物
採
集
に
駆
け
巡
っ
た
。

▼
「
札
幌
農
学
校
に
学
ぶ
こ
と
数
年
、
其
間
偉
麗

な
る
北
海
の
天
地
に
放
浪
し
て
、
自
然
と
相
親

み
、
花
を
愛
す
る
の
念
極
め
て
深
し
…
知
者
は
水

を
楽
み
、
仁
者
は
山
を
楽
む
。
而
し
て
我
等
は
花

を
楽
む

　
花
は
自
然
の
珠
玉
に
し
て
、
造
化
の
美

は
此
中
に
萃あ
つ

ま
る
」（
川
上
瀧
彌
・
森
廣
共
著
『
は

な
』一
九
〇
二
年
、
緒
言
二
頁
）

　
作
製
し
た
植
物
標
本
は
札
幌
農
学
校
の
腊さ

く

葉よ
う

庫

に
集
積
し
、「
植
物
名
称
殊
に
和
名
の
未
だ
世
に
知

れ
ざ
る
も
の
」（『
蕙
林
』
第
五
号
、
一
八
九
三
年
、

二
四
頁
）の
同
定
・
分
類
に
専
心
し
た
。

▼
「﹇
独ま
る

木き

舟ぶ
ね

に
乗
り
、﹈岸
に
沿
ふ
て
採
藻
す
…

岸
辺
水
底
の
礫
間
に
一
奇
草
を
産
す
、
ミ
ヅ
ニ
ラ

の
一
種
に
し
て
胞
子
稜
角
あ
り
、Isoetes 

echinospora.

と
称
し
、
我
国
未
だ
此
種
の
生
産

を
知
ら
ざ
り
し
と
こ
ろ
な
り
…
又
水
底
毬
圓
緑

色
の
一
奇
藻
大
小
羅
列
す
る
あ
り
、
是
れ
緑
色
藻

の
一
種C

ladophora Sauteri.

に
し
て
、
マ
リ
モ

（
毬
藻
）の
和
名
を
命
す
、
是
れ
其
形
状
に
資
る

な
り
、採
集
多
時
、既
に
し
て
夕
照
水
面
を
射
り
、

雲
片
往
来
し
て
山
姿
連
り
に
浮
動
し
、
湖
上
溌

溂
と
し
て
湖
魚
の
群
り
浮
ふ
あ
り
、
又
一
奇
観
た

り
」（「
阿
寒
湖
採
藻
記
」『
学
藝
会
雑
誌
』第
二
五

号
、一
八
九
八
年
、
四
六
〜
四
七
頁
。﹇

　
﹈は
補

記
）

　
在
学
中
、
川
上
瀧
彌
が
和
名
を
付
け
た
植
物
は
、

「
マ
リ
モ
」の
ほ
か
、
高
山
植
物
「
メ
ア
カ
ン
フ
ス
マ
」

や
「
ヒ
メ
タ
ケ
シ
マ
ラ
ン
」、
食
虫
植
物
「
ナ
ガ
バ
ノ

モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
」、
水
生
植
物
「
チ
シ
マ
ミ
ク
リ
」な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　
卒
業
後
、一
九
〇
一
年
六
月
か
ら
熊
本
県
立
農
業

学
校
に
赴
任
す
る
も
、
そ
の
眼
差
し
は
さ
ら
に
南
を

志
し
、
植
民
地
台
湾
の
植
物
へ
と
向
か
っ
た
。

▼
「
小
生
南
方
を
望
み
候
そ
う
ろ
う。
希
望
ハ
年
来
ノ
素
志

に
ハ
候
そ
う
ら

へ
共ど

も

、
健
康
の
点
な
ど
懸
念
仕

つ
か
ま
つ
り

候そ
う
ろ
うガ

、

昨
今
ハ
人
の
運
命
ハ
到
底
計
り
知
る
べ
か
ら
ざ

る
も
の
故
、
死
生
の
事
ハ
考
る
べ
き
も
の
に
あ
ら

ず
と
存
ぞ
ん
じ

候
そ
う
ろ
う

間あ
い
だ、
何
地
に
て
も
自
分
の
乗
て
執
る

べ
き
職
務
に
居
て
勉
強
致い
た
し

度た
き

と
存
じ
…
新
開
地

な
ど
の
天
産
物
調
査
或あ
る
いハ
只
今
の
研
究
調
査﹇
桐

樹
萎
縮
病
調
査
﹈の
如ご
と

き
も
の
ゝ
様
な
る
仕
事
を

致い
た
し

候
そ
う
ろ
う

職
務
に
就
き
度た
く

候そ
う
ろ
う」（
一
九
〇
三
年
一
月
二

日
付
宮
部
金
吾
宛
て
書
簡
。﹇

　
﹈は
補
記
、
句
読

点
は
引
用
者
）

　
一
九
〇
四
年
一
月
台
湾
総
督
府
技
師
に
転
じ
た
川

上
瀧
彌
は
、
総
督
府
殖
産
局
で
「
有
用
植
物
調
査
」

事
業
の
主
任
に
就
い
た
。
こ
の
事
業
の
下
で
、
川
上

が
全
力
を
注
い
だ
の
は
、
台
湾
島
内
所
産
の
植
物
の

収
集
、
標
本
の
集
積
で
あ
っ
た
。

▼
「
植
物
調
査
ハ
…
北
部
の
採
収
ハ
二
庁
だ
け
結

了
。
只
今
中
部
に
採
収
中
に
て
標
本
も
立
派
に

出
来
申も
う
し

候そ
う
ろ
う。
標
品
室
も
小
生
採
収
の
分
ハ
整
理

済
み
候
そ
う
ろ
う…
来
年
度
の
始
め
に
ハ
新
高
山（
モ
リ
ソ

ン
）探
検
致い
た
し

度た
く

計
画
中
に
て
、
小
生
も
主
と
し
て

之
に
加
り
候
そ
う
ろ
う

積つ
も

り
に
候
そ
う
ろ
う…
全
体
の
採
収
を
終
り

候そ
う
らハ

バ
、
有
用
植
物
誌
編
纂
致い

た
し

度た
し

」（
一
九
〇
六
年

八
月
一
八
日
付
宮
部
金
吾
宛
て
書
簡
。
句
読
点
は

引
用
者
）

　
一
九
一
〇
年
三
月
に
上
梓
し
た『
台
湾
植
物
目
録
』

に
は
、
二
三
六
八
種
も
の
植
物
を
記
録
し
た
。
台
湾

原
産
の
野
生
ゴ
ム
樹
の
発
見
と
栽
培
、
キ
ナ
樹
（
マ

ラ
リ
ア
治
療
薬
キ
ニ
ー
ネ
の
原
料
）の
試
植
も
実
施

し
た
が
、
川
上
瀧
彌
の
知
的
好
奇
心
は
、
植
民
地
経

営
に
有
用
な
植
物
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
か
っ

「
我
等
は
花
を
楽
む
　
花
は
自
然
の
珠
玉
」

│
北
海
道
か
ら
台
湾へ、
未
知
の
植
物
を
求
め
て
│

札
幌
農
学
校
第
十
八
期
生 

川
上
瀧
彌

背景：川上瀧彌が宮部金吾に宛てた
絵葉書（1912年3月23日付／マニラ）

リ

テ

ラ

ポ

プ

リ

川
上 

瀧
彌

K
aw

akam
i Takiya

札幌農学校植物学教室員（1898年）
宮部金吾教授を囲んで、後列左端が川上瀧彌（植
物園蔵）
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た
。一
九
一
一
年
六
月
〜
一
二
年

四
月
、
東
南
ア
ジ
ア
に
出
張
し

た
川
上
が
最
も
感
銘
を
受
け
た

の
は
、
壺
型
捕
虫
器
を
も
つ
食

虫
植
物
「
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
」で

あ
っ
た
。

▼
「
灌
木
に
か
ら
み
つ
き
た
る

蔓
本
あ
り
、
長
穂
の
花
直
立
し

一
見
以
て
珍
植
物
と
な
し
、
突

進
深
き
藪
を
押
し
分
け
て
其
蔓

を
引
け
ば
水
滴
急
に
注
ぐ
こ
と

雨
の
如
し
…
雨
下
せ
る
水
滴
は

捕
虫
嚢
内
の
悪
水
に
て
、
昆
虫

の
死
骸
幾
百
我
白
衣
を
彩
れ

り
。
此
植
物
は
常
に
植
物
学
書

に
於
て
相
親
み
温
室
植
物
と
し

て
相
知
り
し
年
来
の
知
己
な

り
、
而し
か

も
余
の
識
り
し
は
盆
栽

目
　
次

ジャワ島で視察した幾
キ

那
ナ

樹（『椰子の葉蔭』1915年、301頁）
キナの花は白色、樹皮はマラリア特効薬キニーネの原料。川上瀧彌は、キナ樹の世界最大供給地であるジャ
ワ島で、キナ樹の栽培種類、病虫害被害と防除法、研究施設を視察した。

の
矮
生
の
も
の
ゝ
み
、
此
の
如ご
と

く
美
大
な
る
蔓
生

の
も
の
は
初
め
て
に
て
、
且
は
野
生
状
態
に
接
せ

る
事
な
れ
ば
驚
喜
し
て
珍
種
な
り
珍
種
な
り
と

叫
び
、
貪
り
て
其
強
き
茎
を
切
り
奇
形
の
葉
を

摘
む
こ
と
頗
す
こ
ぶる
多
く
、而し
か

も
之
を
捨
て
去
る
能あ
た

は

ざ
り
き
…
藪
を
分
け
て
進
む
に
足
下
に
紫
色
の

奇
形
簇ぞ
く

生
せ
る
他
の
ウ
ツ
ボ
カ
ツ
ラ
を
発
見
し
、

又
も
や
我
を
忘
れ
て
之
を
採
れ
ば
、
地
面
に
這
へ

る
蔓
の
節
々
よ
り
美
に
し
て
奇
な
る
変
形
葉
を

生
じ
た
る
に
て
、
捕
虫
嚢
の
外
面
棘
状
突
起
あ

り
、
再
び
大
に
採
収
し
…
ウ
ツ
ボ
カ
ツ
ラ
の
種
類

多
く
…
紅
紫
の
斑
紋
美
な
る
も
の
あ
り
深
緑
鮮

か
な
る
も
の
あ
り
、
嚢
の
形
状
丸
き
も
の
長
き
も

の
あ
り
、
余
は
此
植
物
を
見
る
毎
に
採
集
又
採

集
、
此
の
如
く
に
し
て
大
採
集
鑵
に
充
満
し
更
に

籠
に
詰
め
込
み
夫
れ
も
充
満
し
、
遂
に
我
両
手

に
携
へ
行
く
」（『
椰
子
の
葉
蔭
』一
九
一
五
年
、

八
五
〜
八
六
、九
一
頁
）

　
川
上
瀧
彌
は
、一
九
〇
八
年
七
月
か
ら
台
湾
総
督

府
が
台
北
に
設
置
し
た
博
物
館
（
現
在
の
国
立
台

湾
博
物
館
）の
初
代
館
長
も
兼
務
し
て
い
た
。

▼
「
一
般
の
人
間
の
智
識
を
拡
め
て
行
く
と
云
ふ

こ
と
は
、
博
物
館
の
主
眼
の
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す

る
と
同
時
に
、
学
術
上
の
材
料
を
供
給
す
る
こ
と

も
亦
大
切
な
目
的
の
一
に
な
つ
て
居
り
ま
す
」（
前

掲
書
五
三
七
頁
）

　
博
物
館
に
植
物
標
本
館
（H

erbarium

）の
機
能

を
完
備
し
よ
う
と
奔
走
し
た
川
上
瀧
彌
は
、新
築
移

転
の
陳
列
作
業
中
に
病
に
倒
れ
た
。
新
館
開
館
翌

日
の
一
九
一
五
年
八
月
二
一
日
、
川
上
瀧
彌
は
自
然

界
の
植
物
の
多
様
性
に
魅
せ
ら
れ
た
四
四
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
。

大
学
文
書
館
　
山
本
美
穂
子

Y
am
am
oto M

ihoko
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